
プログラム

午前の部：10時00分～12時30分

テーマ

Maritime Legal Order in East Asia

座長 ･ 古賀 衞（西南学院大学教授）
報告者

使用言語 英語（和訳資料を配付します）

･ 西本 健太郎（東北大学准教授）
“Strategies and Prospects for Settlement of Maritime Disputes
in the South China Sea under Part XV of UNCLOS”

･ 張 新軍 ZHANG Xinjun（清華大学副教授

“International Law in Handling SCS Issues:
Implication of Non-participation to Annex 7 Arbitration”

Associate Professor, Tsinghua University）

「東アジアにおける海洋秩序」というテーマの下で南シナ海の海洋紛争をとりあ
げます。紛争の歴史的経緯と現状、中国・フィリピン・ベトナムが自らの主張の正
当化のために依拠する国際法理論、国連海洋法条約上の紛争解決方式とASEAN
方式との関係、南シナ海をめぐる中国・ASEAN・米国の国際政治関係などについ
て、フィリピン人研究者、中国人研究者も報告者に招き、多面的に考察します。

･ Harry ROQUE

 “Challenging UNCLOS: China and the Philippine Arbitral
  Claim on the 9 Dash Lines”

（ Associate Professor , University of the Philippines /
　 Attorney, Roque & Butuyan Law Offices) 

― 2014年6月15日（日）
中央大学市ヶ谷キャンパス―

ご案内
（1）登録方法
アジア国際法学会日本協会会員の方は、5月上旬にお送りする返信用葉書にて、ご
登録ください。会員でない方は、日本協会ホームページより6月8日(日)までにご登録く
ださい。ホームページでの登録受付は、5月上旬に開始します。

（2）傍聴料
アジア国際法学会日本協会会員ではない方は、会場にて傍聴料1000円を申し受け
ます。ただし、日本協会団体会員にご所属の方およびアジア国際法学会会員の方
は、いずれも無料です。

（3）申込・お問い合わせ
アジア国際法学会日本協会ホームページ http://asiansil-jp.org/ 
よりお願いいたします。

http://asiansil-jp.org/

SPONSORS

三宅・今井・池田法律事務所 

古 賀 総 合 法 律 事 務 所

KOGA & PARTNERS

開催日時・開催会場
●日時：2014年6月15日（日）10時～18時
●会場：中央大学市ヶ谷キャンパス 2501教室
 （〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町42-8）
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午後の部：14時30分～18時00分

テーマ

メガFTA時代の到来と多角的貿易体制のあり方

座長 ･ 柳 赫秀（横浜国立大学教授）
報告者

･ 荒木 一郎（横浜国立大学教授）
 「バリ閣僚会議以後のドーハ・ラウンドとメガFTAの展開」

･ 濵本 正太郎（京都大学教授）
 「アジア・太平洋地域のメガFTAにおける投資仲裁」

･ 山下 一仁（キャノングローバル戦略研究所研究主幹）
 「TPPと農業再生」

･  末冨 純子（ベーカー＆マッケンジー法律事務所弁護士）
 「WTOとFTAの紛争解決制度」

使用言語 日本語

まずFTAの歴史的な形成・変遷過程をGATT/WTOとの関係も視野に入れつ
つ確認し、FTAの現代的意義を探ります。ついで環太平洋経済連携協定
（TPP）、環大西洋貿易投資パートナーシップ（TTIP）などのいわゆるメガFTA
（構想）の現状と課題を、とくに投資仲裁、農業、紛争解決の面から論じ、それら
が多角的貿易体制にどのような影響を及ぼしているかを考察します。


